






Les Essentiels revus  
sous le prisme de la Gourmandise Raisonnée

Gastronomie
Créer une gastronomie 
créative et responsable

「エッセンシャル」の改訂　『美節食』の視点から基本配合を見直す

エコール・ヴァローナ シェフ・パティシエ
アントワーヌ・ミシュラン

ガストロノミーを職業とする人にも、そうでない人にも、より
創造性豊かで責任あるガストロノミーのあるべき姿を共有し、
実現のための方法を示していきたい。食習慣を改めるなど、
誰もがポジティブな変化をもたらすことができ、共に行動
することで、個々のアクションが大きなうねりになって、地球を
守ることにもつながる。ヴァローナは、そう考えています。

ガストロノミー
創造性豊かで責任あるガストロノミーの創造

時代に即したガストロノミー

今日、ガストロノミーは、さまざまな課題に直面し、
変革を迫られています。だからこそエコール・ヴァ
ローナでは、より時代に即したガストロノミーを
考えることにしました。変革とは、より良くすること 
であり、何かを「除く」ということではありません。
油脂や砂糖は減らしても、ガストロノミーがもたらす
喜びを減らすべきではないのです。常に疑問をもち、
限界を超えていくことは、エコール・ヴァローナの 
DNAです。そのDNAに突き動かされて、2022年、
「エッセンシャル」の見直しに取り組みました。

※日本語版の発行は2024年以降となる予定です。

「エッセンシャル」の新たなカタチ

新版「エッセンシャル」は、内容だけでなくフォー
マットも見直されました。今後は、製本ではなく、
これまでお客さまからのご要望の多かったファイル
形式になります。「エッセンシャル」を通じてヴァ 
ローナが目指しているのは、プロフェッショナルの
皆さまに、今までとは異なる考え方で、既存の技法や 
概念にとらわれず、高い意識をもって、新しい常識を
創造していただくための一助となることです。

22の基本配合を刷新

フレデリック・ボウの指揮のもと開発された、ヴァ
ローナの配合集「エッセンシャル」は、いまや製菓界
の指標になりつつあります。

そのバイブルともいえる配合集に掲載される120
レシピの内、22レシピを『美節食』の視点から見直
し、2023年に新版を発行しました。

エッセンシャル」の改訂にあたり、エコールでは、日々
つきることのない疑問に、時間をかけて対峙して
きました。また新版の編纂には、製菓の専門知識と
科学的な知見の裏付けのため、エコール・ヴァローナ
と研究開発部が緊密に連携して取り組みました。
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Faire 
découvrir  
les métiers 
du chocolat
チョコレートの職業を知ってもらう

「グレンヌ・ドゥ・パティシエ」プログラム

「グレンヌ・ドゥ・パティシエ」プログラムは、仕事を
見つけられずにいる若者に、製菓職を試す機会を
与え、就職先を見つける機会を創出する、職業
見習いへの就労支援プログラムです。ヴァローナ連帯
基金は、このプログラムを通じて、将来の展望がある
若者と、信頼できる熱心な見習いを探す職人を結び
つけたいと考えています。

イタリアでの着想源に

Don Gino Rigoldi財団は、全ての若者が社会や雇用
市場に馴染めるように支援するイタリアの団体です。
「グレンヌ・ドゥ・パティシエ」プログラムに着想を得て、
ヴァローナ・イタリアは、この財団と共に、パティスリー 
とショコラトリーの基礎を学ぶための講座を企画
しました。2022年には、トリノで開講された2週間に
わたる32時間の研修に、10名（男性9名、女性1名）が
参加しました。

タン・レルミタージュで研修支援

より若年層への取り組みを充実させるために、将来 
ホテルでの活躍を目指す学生が通う職業高校（Lycée 
Hôtelier de  l’Hermitage）と、ヴァローナの「チョコ
レートの専門技能」分野で、2017年に本社所在地
タン・レルミタージュで提携を結びました。これに 
より、毎年12人の学生がパティスリー・ショコラ
トリー・グラスリーにおけるチョコレートの専門技術
を研鑽しています。エコール・ヴァローナは80時間
の授業を担当して技術指導にあたっています。

2017年以来、本プログラムは314名の若者を
受け入れ、2022年には参加者の45％が見習いと
して就職しました。

「グレンヌ・ドゥ・パティシエ」プログラム担当
カミーユ・コロンブ

ヴァローナ・イタリア マーケティング
ラファエラ・インヴェルニッズィ

エコール・ヴァローナ エグゼクティブシェフ・パティシエ、
エコール・ナレッジ・コーディネーター

フィリップ・ジヴル
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ガストロノミーの世界では、伝えていく
こと、ノウハウの継承の重要性が広く
受け入れられています。エコール・
ヴァローナが世界中で行っている専門
知識や技術の共有に加えて、ヴァ
ローナは、職業体験や研修のための
取り組みをフランスの国内外で行って
います。



La Cité du 
Chocolat 
s’engage pour 
une gastronomie  
plus responsable
より責任のあるガストロノミーを
「ラ・シテ・デュ・ショコラ」で

2022年には、プラントベース、グルテンフリーを 
テーマにエコール・グルメコースが開設され、3,100
の参加者が、単に革新的・植物由来というだけで
なく、真においしいレシピを体験しました。

また、「ラ・シテ・デュ・ショコラ」では、地域活性化
にも力を入れています。食材の仕入れは、タン・レルミ
タージュやトゥルノン・シュル・ローヌなど、近郊の
農家から行い、地元食材の使用率は90％にのぼり
ます。

施設の開放日には、ローヌ川流域のマイクロブル
ワリーや、ワインのぶどう生産者などと協力して
イベントを行いました。

さらに、2022年から、体験講座やイベント、施設内 
レストランにおける、使い捨て容器の使用を全面
撤廃しました。これは、企業が責任ある行動をとり、
環境を守るためにシフトチェンジが必要である
ことを、「ラ・シテ・デュ・ショコラ」が旅行業界の
先陣を切って示していく覚悟の表れなのです。

「ラ・シテ・デュ・ショコラ」代表
オレリ・ルル
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ショコラの博物館「ラ・シテ・デュ・
ショコラ」は、タン・レルミタージュを
訪れる美食家たちに、創造性豊かで 

責任あるガストロノミーを広める
ための施設として2 0 1 3年に設立 

されました。開業以来、年間平均約
140,000人もの来訪者に、味覚の旅
とサステナブルなチョコレートの世界
を提供しています。



Gestion  
des transports

Environnement
Réduire notre impact  
environnemental

ヴァローナは、世界的なカーボン・ニュートラル実現に
向けた取り組みに貢献します。気候変動対策と環境に配慮
した真のシフトチェンジのため、まずは自社で排出している
CO2の量を正確に把握し、しかるべき行動をとって、排出量
を削減することを最優先課題とします。

環境
環境負荷を軽減する

物流対策

貨物輸送の排出削減を目指す企業の自主的取り 
組み「FRET21」を推進することで、ヴァローナは
2022年、CO2排出量を515トン削減しました。

この取り組みを加速すべく、ヴァローナはCO2の排出
削減目標を改定し、2024年までに940トンの削減を
目指しています。

ロジスティック部門がまず取り組むべき課題
は、2022年現在、目標値を大きく超過している空輸
由来のCO2排出量を抑えることです。空輸については
世界中の支社と厳格な取り決めを定めていますが、
サービス品質を落とさずに環境負荷を下げるという
挑戦は、もっとも難しい課題のひとつといえます。

そのため、新しい物流の可能性を探ることも重要で
あると考えています。製品1パレットを搭載したヨット
で大西洋横断を試みたことは、その一例です。輸送量
としては微々たるものですが、この取り組みの目的は、
新たな流通サービスを提供してくれる可能性がある
業者との関係を築くことにあります。

陸路輸送についても見直しを行っています。長距離
運搬車のガソリンを菜種由来のバイオエタノールに
切り替えることで、143トンのCO2排出削減を実現
しました。2022年には、近距離輸送に電気自動車
や、とりわけ渋滞の多い市街地には自転車を活用する
ことで、排出削減量3.2トンを上積みし、更なる取り
組み拡充を推進しています。

いずれのプロジェクトもまだ小規模な実証実験
にとどまっていますが、有効な施策は、規模を
拡大して実用化を目指したいと考えています。

物流コーディネーター
ギヨーム・ソンペール
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L’empreinte  
environ- 
nementale  
du cacao
カカオ由来のカーボンフットプリント

マダガスカルを例にカカオ由来の
環境負荷を算定

2021年、カーボンフットプリントに関する調査を、NGO
のNitidaeと共にマダガスカルで実施しました。調査
目的は、栽培区画からチョコレート製造工場まで、
カカオに由来する温室効果ガスの排出量を追跡し、
二酸化炭素量に換算して算定すること。全ての排出量
とヴァローナのパートナーであるミロ農園での取り組み
を分析した調査結果は、カカオ1キログラムあたりの
二酸化炭素排出量は0.57キログラムという、想定して
いた40分の1の値でした。

カカオ由来の環境負荷の調査を
すべての生産国で

マダガスカルでの調査結果に鼓舞され、ヴァローナが
カカオを調達する全ての生産国で同様の調査を行う
ことになりました。2023年には算定結果が出揃う
予定です。

森林破壊に由来する
二酸化炭素排出ゼロ

想定値との違いは、過去20年間の森林破壊に関する
厳密な査定結果に基づくものでした。衛星画像の
解析により、ヴァローナが調達するカカオが森林地域
で栽培されていないことが証明され、マダガスカルの
パートナーの農園では森林伐採由来の二酸化炭素
排出がゼロであると評価されたのです。

2022年には、ヴァローナが調達するカカオの
54％において、カカオ由来の二酸化炭素排出量
を算定し、データ化しました。

調達担当
ナン・ムレ
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温室効果ガスの排出において、カカオ 

は、ヴァローナの企業活動の中で
かなりのウエイトを占めています。 
私たちは、カカオ由来の環境負荷を
低減するための調達方針を掲げて
います。



Réutiliser :  
la Consigne  
by Valrhona 
ou le réemploi

※製品1トンあたりに使用されるはずだった使い捨て袋（3kg入り）の量をもとに廃棄量 
　を算出.

リユース
容器の回収・再利用「Consigne by Valrhona」

循環経済（サーキュラーエコノミー）の発想のもと、 
2020年に着手したこのプロジェクトで試験している
のは、製品の容器を回収・洗浄して繰り返し使う循環型
の仕組みです。

B to Bの食品業界ではまだ新しい取り組みですが、
テストに参加していただいたお客さまからは、高い
評価をいただいています（2022年調査結果：「満足」
または「たいへん満足」82%）。

「Consigne by Valrhona」プロジェクト開始以来、回収・
再利用容器で販売したチョコレートは2022年時点で
22トンにのぼり、870キログラムの廃棄削減を実現した
ことになります（容器は回収・再利用するため、廃棄物
としてカウントしていません）。これは、二酸化炭素1トン
分の排出削減に相当し、4,600km分（パリ-シカゴ間
の距離）に換算できます。※

この2年間の実証実験は、一定の結果を残しつつも、 
B to B循環型システムを確立し、規模を拡大して実用化
するにはまだ課題があることを示しています。

「Consigne by Valrhona」プロジェクトは、継続して 
サービスの改善に努め、未来に通用する循環型物流
の実現を目指します。

2023年の取り組み結果にもご期待ください。

部門横断型プロジェクト主任
ユーゴ・ラシモン
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できるだけ廃棄物を減らす「ゼロ
ウェイスト」を目標に、ヴァローナは
「Consigne by Valrhona」プロジェクト 

を立ち上げ、お客さまのもとで廃棄
される包装材について、よりよい解決
方法を模索しています。



Réduire 
et recycler
リデュースとリサイクル

「コフレ」シリーズ
より少ない資材で、より良く

このシリーズの新しいコフレ（全24種類）には、全て 
リサイクル可能素材を使用しており、ヨーロッパ
で調達しています。これは、持続可能性や環境への
配慮に関する消費者意識の高まりに応えるためで
す。FSC認証の紙類を使用することにより、パッケージ
の資材が環境に配慮して管理されている森林由来の
ものであることを保証しています。

ヴァローナはISO 14040※を活用して、この取り組みが
環境負荷の低減に寄与していることを裏付けています。

この新しいコフレの開発により、紙類の使用量は年間
4トン、プラスチックは年間10トンの削減を実現しま
した。ヴァローナはパッケージの分野でも、Bコーポ
レーション認証にふさわしい、企業責任と環境への
配慮を示しています。 ※ISO14040は製品の環境負荷を定量的に評価する、ライフサイクルアセスメントに関 

　する国際規格です

紙類使用量

4トン削減

プラスチック使用量

10トン削減

パッケージ開発部主任
クロディ・ボシャール

配送用外装箱を減らすための
新設備

2022年には、製品を段ボールに梱包するための
新しい設備が導入されました。製品のサイズに合わ
せて、自動的に段ボールが組み立てられるシステムで
す。これにより段ボールの使用量を20％削減できた
だけでなく、箱の中の無駄なスペースをなくすことで、
出荷容積を30％削減できました。

出荷部門責任者
エリック・ベルトニエ

紙蓋・FSC森林認証紙

紙製緩衝材

紙容器・FSC森林認証紙
保護フィルム・

リサイクル可能プラスチック
（1製品あたりへのプラスチック使用率1％未満）
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ヴァローナでは、パッケージのリサイ
クルを可能にするための製品設計に 

取り組んでいます。「コフレ」シリーズ 

は、より少ない資材で、より高い品質を
目指す挑戦から誕生しました。2025年
までに100％の包材をリサイクル
可能な素材に移行するという目標
達成のために開発された新製品です。



Fonds 
Solidaire 
Valrhona

活動資金

1,209,244ユーロ 20の
公益プロジェクトを
実施

7ヶ国で活動
コートジボワール、フランス、ガーナ、ハイチ、
マダガスカル、ドミニカ共和国、ベネズエラ

23,826人
に貢献

ヴァローナ連帯基金　2019年からの活動実績

マリー・ロル
村の女性協会のメンバー、鶏舎清掃中 校舎の改修完了を祝う生徒たち

「ヴァローナ連帯基金」

活動事例

ベネズエラ北部における学校修復
Guayabal小学校の改修により、生徒90人と教職者
16人が学校生活を取り戻しました。

ビジネスに関わるすべての方々と共に行動してこそ、
未来にポジティブかつ大きな影響を与えることができ
ます。だからこそヴァローナは、運営・財務の両面で
独立した団体である「ヴァローナ連帯基金」のカカオ
産業とガストロノミーに資する公益活動を支持します。

「ヴァローナ連帯基金」は、誰もが無理なく、カカオ
生産者の生活環境改善や、より開かれた多様なガス
トロノミーに貢献できる仕組みです。

詳細はWEBサイトにご紹介しています。
www.fonds-solidaire-valrhona.org

ヴァローナ連帯基金代表
メリッサ・フルノ

コートジボワールにおける養鶏場の開設
養鶏場の開設は49人の雇用機会を創出し、コミュニ
ティの収入源を増やし、食料自給の幅を広げました。
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本報告書通じて、ヴァローナの取り組み
が「未来のために」あることをご理解
いただけたと思います。社員全員が
ビジョンを共有し、一丸となって行動
することが、これからの100年につな
がると信じています。

EN
V

IR
O

N
N

EM
EN

T



ヴァローナ ジャポン 株式会社
〒 102-0074 東京都千代田区九段南 2-9-4
www.valrhona.co.jp　info.tokyo@valrhona-selection.com

Instagram
@valrhona_japon


